
A :妹からしはらく使りがないんだ。うまくい

つているといいんだけど。

B :僕だったら気にしないよ、便りがないのは

よい便りって出うだろう?

newSには便り」や「知らせ」と叩つ九意

味合いもあります。

Did you hear the news?

(ねえねえ、聞いた?)

この表現は、ニュースの軟硬にかかわらず使

えます。

I have some good news.

す。 1媒体」を愆味するmcdiaと 1大業の人

規模な」のm船Sで、大最の伝達システムを使

つた「大衆情穀媒体」のことになります。シン

プルな英,吾を好む英米人はmass mediaを多用

します。

会社の中でも「メディア対応」の扣辺1者がい

ると思、いますが、そのような場合はHe's in

Charge of dealing with thc press.(彼力{メデ

イア対応の扣当者だ)と西えばよいでしょう。
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「役位」を基準とする報水準設定の弊害
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企
業
の
海
外

拠
点
も
し
く
は
本
社
で
外
国

籍
の
役
員
を
登
用
す
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
。
Π
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の

、

最
高
経
営
者
を
含
む
経
営
幹

部
の
桜
酬
水
準
は
(
部
の

創
業
者
・
プ
ロ
経
営
占
等
を

除
き
)
海
外
'
国
よ
り
顕
苫

に
低
い
た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル

に
事
業
展
開
し
て
い
る
円
本

企
業
の
経
営
幹
部
ぎ
ソ
,
一
=

ン
に
対
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
で

同
の
報
酬
水
準
を
設
定
す

る
こ
と
嬉
明
と
は
い
え
な

亀
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尚
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な
る
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採
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国
ベ
ー
ス
の
べ
ン
チ
マ
ー

ク
結
果
を
参
照
す
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と
い
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グ
ロ
ー
バ
ル
な
方
針
を
設
定

す
る
の
が
基
本
的
な
力
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性

と
な
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だ
ろ
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。
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外
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受
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入
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目
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す
。
現
征
は
有
イ
で
通
沢
ガ
イ
ド
を
す
る
に
は
「
通
沢
案
内
士
と
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爰
菱
裾
緩
和
に
よ
り
無
資
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も
案
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で
き
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よ
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す
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も
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者
検
討
会
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際
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部
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際
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ま
た
、
も
一
ヨ
つ
の
大
き

需
点
は
、
そ
の
桜
酬
水
準

を
決
定
す
る
「
基
準
で
あ
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。
欧
米
の
役
員
の
根
酬
水

準
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「
ジ
ョ
ブ
(
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事
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内
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」
を
基
準
掘
疋
さ
れ

て
い
る
一
方
で
、
多
く
の
円

本
企
業
の
役
員
の
机
酬
水
準
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、
役
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さ
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。
役
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営
幹
部
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則
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"
市
場
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"
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す
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あ
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。
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"
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ポ
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扱
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出
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べ
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チ
マ
ー
キ
ン
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う
畷
比
較
対
象
企
業
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必
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で
役
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専
務
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。
役
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基
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と
し
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酬
決
定
の
仕

組
み
で
は
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務
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値
が
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さ
く
て
も
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役
位
の
対
象

者
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報
酬
水
準
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と
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現
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で
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酬
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定
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準
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迫
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。
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1
地
域
限
定
の
ガ
イ
ド
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

「
鬻
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が
作
っ
た
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内
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定
の
ガ
イ
ド
鎧
、
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京
都
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